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九州の鉱工業生産動向

全国と九州の鉱工業生産指数
（２００５年＝１００・季節調整済）

（出所）九州経済産業局

業種別寄与度（鉱工業生産指数）

（出所）九州経済産業局

［基調判断］……………持ち直しの動きが見られる

２００９年１２月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、輸送機械や非鉄金属の生産が伸び悩む一

方で、一般機械や鉄鋼、化学などの生産が改善したことにより、前月比１．８％、前年同月比９．５％上昇

の９７．１と１５ヵ月ぶりに前年実績を上回るなど、持ち直しの動きが見られます。

［業種別動向］…………一般機械工業、鉄鋼業、化学工業などで上昇

鉱工業生産指数の前月比１．８％上昇について、業種別の寄与度を見ると、海外の火力発電所向け蒸

気タービン生産の受注を獲得した一般機械工業や、船舶・自動車向け鋼板が好調な鉄鋼業などがプラ

スに寄与しました。一方、１１月に台風による工場操業停止から復旧した輸送機械は、復旧後の増産の

反動もありマイナスに寄与したものの、全１７業種のうち前月から３業種増えた１１業種がプラスとなる

など、持ち直しの傾向が続いています。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向

福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）福岡県

福岡県の大型小売店販売額

（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

福岡県の景気は、持ち直しの動きが続いています。

生産活動については、台風の影響から操業を停止していた自動車工場が操業再開したことを主因と

して輸送機械が上昇、鉄鋼など他の産業も軒並み上昇するなど、総じて持ち直しの動きが続いています。

消費活動については、買控えの影響から前年割れの水準は続いていますが、その減少幅は縮小して

おり、公共工事についても件数・金額ともに増加するなど、ともに堅調に推移しています。

［生産活動］……………底堅く推移

１１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８７．１と前月比１．４％上昇しまし

た。

前月、一旦調整が入った総合指数は再び上昇し

ており、生産活動の底堅さを改めて確認出来るか

たちとなりました。

主要業種をみると、輸送機械は、台風の影響に

よって工場が操業停止となる状況から復旧したこ

ともあり前月比８．４％上昇し、鉄鋼など他業種に

ついても上昇しました。

［大型小売店］……………１７ヵ月連続で前年を下回る

百貨店では、おせち関連の受注は好調だったも

のの、主力となる衣料品やギフト品などで消費者

の節約志向が影響し、前年同月比５．５％減となり

ました。

スーパーにおいても、百貨店と同様に消費者の

節約志向は強く、前年同月比２．７％減少しました。

大型小売店全体では前年同月比４．０％減の７３３億

円となり、１７ヵ月連続で前年割れが続いています。

福岡県経済動向
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福岡県

［住宅建設］……………１３ヵ月連続前年割れ、減少幅は徐々に縮小

１２月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比２．０％

減の８２０戸、貸家で同３０．４％減の１，２５８戸、分譲で

同１１．４％減の６６７戸となり、全体では同１９．３％減

の２，７４７戸となりました。

着工戸数は、分譲では戸建が好調ながらもマン

ションの不調が響き１０ヵ月連続で前年割れ、貸家

も１３ヵ月連続前年割れとなっています。前月５ヵ

月ぶりの増加となった持家も僅かながら減少へ転

じましたが、いずれも減少幅は縮小傾向であり、

全体の減少幅も４ヵ月連続で縮小しています。

［公共工事］……………請負件数・金額ともに増加

１２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比９．１％増の１，１３４件、金額につい

ても同１８．７％増の２７９億円と件数・金額ともに増

加しました。

発注者別でみると、国の道路関連案件や市発注

の市営団地案件などの大型案件に加えて、市町村

が発注する小口案件も増加しており、件数・金額

ともに増加しています。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに減少

１月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年同月比４２．６％減の２７件となり

ました。

また負債総額は、前年同月（アミューズメント

業などの破綻により２１８億円を計上）に比べ５７．６％

減の９２億円と大きく減少しました。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向

熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県

熊本県の大型小売店販売額

（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、電子部品・デバイスや一般機械の上昇などで、総合指数は２ヵ月ぶりに前月比上昇

しました。個人消費は低調な状態が続いているものの、公共工事は昨年７月以降、請負金額は前年比

増を維持しています。また、企業倒産の負債総額は低水準で推移しているほか、住宅建設は６ヵ月ぶ

りに前年比増加するなど、景気は持ち直しの動きが続いています。

［生産活動］……………電子部品・デバイスなどが上昇し、総合指数は
２ヵ月ぶりに上昇

１１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８６．３と前月比５．８％上昇しまし

た。

食料品・たばこは低下したものの、集積回路な

ど電子部品・デバイスや一般機械は上昇し、総合

指数は２ヵ月ぶりに上昇しました。

［大型小売店］……………１４ヵ月連続で前年比マイナス

１２月の県内大型小売店販売額は、前年比７．２％

減の１９２億円と前年実績を下回りました。消費者

の節約志向は依然強く、前年比での減少は１４ヵ月

連続しています。

中旬後半の気温低下で冬物衣料の一部に動きが

ありましたが、衣料品は前年比１０．８％減と二桁の

マイナスとなりました。一方、飲食料品はおせち

や催事が好調で同３．５％の減少に留まりました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………持家、分譲の増加などにより、６ヵ月ぶりに
前年比プラス

１２月の新設住宅着工戸数は、全体では前年比

１３．０％増の８９８戸と、６ヵ月ぶりに前年を上回りま

した。

所得や雇用環境が悪化するなか、住宅取得優遇

制度の利用などにより持家は前年比％２２．０増の

４０５戸と増加しました。一方、貸家は前年並みの

３８８戸、分譲は都心型マンションの着工などで、

同３８．４％増の１０１戸となりました。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに前年比プラス

１２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比１８．９％増の８７４件、金額が同６．５％増

の１５９億円と、件数、請負金額ともに前年比増加

しました。

前年比増加となったのは、熊本市の下水道工事

など「市町村」発注分の工事が、件数で前年比

４２．２％増、請負金額で同４９．７％増と大きく増加し

たことが寄与しています。

［企業倒産］……………負債総額は前年比大幅減

１月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数は前年比２６．７％減の１１件、負債総額

が同７５．４％減の１３億円となりました。

倒産は全て１０億円以下の小口倒産で、緊急融資

制度などの効果が持続し、負債総額は大幅に減少

し、低水準で推移しています。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２０００年＝１００）

（出所）長崎県

長崎県の大型小売店販売額

（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………持ち直しの動きに一服感

生産面では、一般機械などの低下により鉱工業生産総合指数は３ヵ月連続で前月比低下しています。

また、好調だった公共工事の請負金額が３ヵ月続けて前年割れするなど、これまでの持ち直しの動き

には一服感がみられます。ただし、企業倒産は比較的落着いた動きが続き、企業進出に伴う貸家の増

加など、住宅建設は７ヵ月ぶりに増加したほか、個人消費は前年比マイナス幅が縮小するなど、一部

には持ち直しを維持する動きもみられます。

［生産活動］……………一般機械など主要産業全般が低下し、生産指数
は３ヵ月連続で前月比マイナス

１１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比２０．０％低下し９４．３となり

ました。

主要産業全般で指数は低下し、特にタービン、

ボイラの減産による一般機械の低下が著しく、総

合指数は３ヵ月連続で低下し、持ち直しの動きに

一服感が見られます。

［大型小売店］……………節約志向により売上減少続く

１２月の県内大型小売店販売額は、依然減少が続

いており、前年比３．１％減の１２６億円となりました。

中旬後半からの気温の低下で冬物衣料の一部に

動きがみられましたが、衣料品は前年比８．６％減

少しました。業態別では、百貨店は同３．８％減、

スーパーは同２．８％減少しました。マイナス幅は

両業態とも、前月比縮小しています。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………持家、貸家、分譲ともに増加

１２月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比１．８％

増の２２３戸、貸家では同３．６％増の３１６戸、都心型

マンションの着工で分譲は同３．７倍の１２９戸と急増

し、全体では同１９．３／％増の６６８戸となりました。

県北地区への企業進出に伴う貸家建設などの要

因もあり、７ヵ月ぶりに前年実績を上回りました。

［公共工事］……………請負金額は３ヵ月連続で前年比減少

１２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比２．５％増の４９５件、金額が同１５．２％減

の１１９億円と、請負金額は３ヵ月連続で前年比減

少しました。

大型工事は、佐世保市発注の佐世保港浚渫工事

などがあり、市町発注分は前年比２．１倍と大幅に

増加しました。しかし、「国」「県」などからの発

注減により、全体では前年実績を下回りました。

［企業倒産］……………大型倒産等は発生せず、落着いた状況

１月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比１０．０％減の９件、負債総額

が同９２．８％減の６億２，３００万円となりました。

負債額については１０億円超の大型倒産はなく、

前年同月に１件発生した大型倒産の反動により、

前年比は大幅に減少しました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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